
1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



 

東武宇都宮駅 

桜通り十文字 

済生会病院 

競輪場通り

ＦＫＤ 

日光・船生方面 

ＪＲ宇都宮駅方面 

ろまんちっく村 

宇都宮動物園 

宇
都
宮
北
道
路 

富屋小 

晃陽中 

国本西小 

国本中央小 

富屋特別支援学校 

国本中 

富屋地区市民センター 

栃木医療センター 済生会病院 

徳次郎ＩＣ 

宇都宮ＩＣ 

公共交通 

④地域内交通とバスの乗り継ぎポイントを整備
します。 

 また，乗り継ぎ割引についても検討します。 

公共交通

⑤地域医療拠点施設へアクセスするバスを検討します。

⑥中心市街地の多様な移動需要に対応するため，大通り
を運行するバスについて，大通りや県庁前通りなどへ

の振り分けを検討します。 

⑦ＬＲＴと役割分担し，大通りのバスの快速運行を検討

します。 

公共交通 

③利用しやすいバスの運賃体系を

検討します。 

公共交通 

①地域医療拠点施設へのアクセス向上のため，

「ろまんちっく村」止まりのバスの「山王団地」

への延伸を検討します。 
また，「山王団地」止まりのバスの「ろまんち

っく村」への延伸を検討します。 

②「ＪＲ宇都宮駅 ⇒ 山王団地」の深夜バスの運

行を検討します。 

国道１１９号 

自転車歩行者道の整備を行い，交通安全

の向上を図ります。 

農業振興 

生産力向上や，販売力，地域力の向上を

基本目標に未来の担い手育成や収益力

の高い農業実現など，農業振興に取り組

んでいます。

地域拠点（富屋地区市民センター周辺） 

拠点へ生活に身近な店舗等や居住を誘導 

①地域拠点の利便性向上 

【生活利便施設の誘導】 
・スーパー，ドラッグストアが立地できる

ようになりました。 

・スーパー，ドラッグストア，診療所など

が立地する際に，建築費の補助を 
行います。 

②地域拠点への居住誘導 

【地区計画制度の活用】 

・農用地の保全を図りながら，地区計画 
制度を活用し居住を誘導します。 

・整備した区域内に住宅を建てた方に 

対し，マイホーム取得支援事業補助金を
交付します。 
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【凡例】 

 地域拠点 

 市街化区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 ＬＲＴ計画区間・停留場（点線はイメージ）

 交通結節機能（トランジットセンター等） 

施設名 

富屋地区における将来の取組イメージ 

2

産業拠点（宇都宮ＩＣ周辺）

流通業務機能や，交流人口の増加など

北西部地域の活性化につながる土地利用

の誘導に取り組みます。 

市街化調整区域の土地利用 

①営農継続や既存集落のコミュニティを維持 

地域に縁のある方（分家やＵターンなど）の住宅立地基準を 

維持し，既存集落のコミュニティを維持します。 

②営農環境を保全 

市街化区域などから移住する人が住宅を建てるための基準

（都市計画法第34条第11号に基づく許可基準）を，2020年 

3月末をもって廃止します。 

富屋・篠井地域包括支援センター 1 

池田理容店 
ひろたクリニック 

ＪＡうつのみや北部支所 
ろまんちっく村 
国本西小 

梵天の湯 
上河内地区市民センター 
サンユー上河内店 

宇都宮野沢郵便局 
松本医院 
オータニ野沢店 等 



  

 

車が運転できなくなっても，通院や 
買い物に行けるので安心 

バスが遅くまで走っているから， 
もう一軒飲みにいけるかな 

地域拠点

子どもが小さいので，近くの施設ですぐに 
用事が済ませることができて助かるわ 

 

介護が必要になっても，訪問看
護師やホームヘルパーが自宅に
来てくれるわ 

家の近くで，近所の
みんなと，楽しく健康
づくりができるね 

かかりつけの診療所や
歯科，薬局が近くにあ
り，通いやすいね 

地域包括ケアシステム

子育て世代の住民が増えてきたから，地域
のイベントが賑やかになってよかったな 

バスが使いやすくなったおかげで，地域の 
病院にも通いやすくなって助かっている 

バスの本数が増えて，バスの乗り継ぎが
スムーズになったから通学時間も短くなっ
たわ。 

近くにお店も増えたし，子育てもし
やすい。住み慣れた地元に戻っ
てきてよかったなぁ 

富屋地区の将来像 

公共交通を使いながら，病院や買い物に便利なまちなかで歩いて暮らせる快適な生活 

子どもが地元に戻ってきて仕事を
手伝ってくれるので，まだまだ農業
が続けられそうだ。 


